
保
険
金
不
払
い
問
題
で
厳
し
い
処

分
を
逃
れ
る
た
め
の
政
界
工
作
、
４

０
億
円
以
上
と
い
わ
れ
る
不
払
い
隠

し
…
。
生
命
保
険
協
会
の
渡
辺
光
一

郎
会
長
が
社
長
を
務
め
る
第
一
生
命

（
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
）
を
め

ぐ
る
疑
惑
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。
浮

か
び
あ
が
っ
た
の
は
、
不
正
が
ま
か

り
通
る
生
保
業
界
の
ゆ
が
ん
だ
体
質

で
す
。

（
生
命
保
険
「
不
正
」
取

材
班)

*
*
*

「
第
一
生
命
社
内
で
特
定
候
補
を

応
援
す
る
の
は
事
実
だ
。
各
支
社
の

支
部
長
会
議
で
『
○
○
候
補
は
生
保

業
界
に
有
利
に
働
い
て
く
れ
る
人
だ
』

と
支
社
長
が
地
元
の
自
民
党
候
補
へ

の
投
票
を
求
め
る
こ
と
が
た
び
た
び

あ
っ
た
」（
同
社
元
社
員
の
６
０
歳

代
の
男
性
）

生
保
業
界
の
不
正
を
追
及
す
る
本

紙
に
不
払
い
問
題
や
政
界
工
作
な
ど

の
情
報
が
、
１
月
以
降
で
も
数
十
件

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

庶
民
の
身
近
な
存
在
で
あ
る
生
命

保
険
を
め
ぐ
る
不
正
へ
の
怒
り
と
関

心
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。

２
０
０
５
年
に
発
覚
し
た
不
払
い

問
題
。
判
明
し
た
の
は
約
９
７
３
億

円
と
い
う
巨
額
な
も
の
で
し
た
。
金

融
庁
は
０
８
年
７
月
に
生
保
１
０
社

に
業
務
改
善
命
令
を
出
し
、「
処
分
」

し
ま
し
た
。
各
社
が
不
払
い
を
す
べ

て
出
し
尽
く
し
た
と
し
て
、
金
融
庁

が
“
一
件
落
着
”
を
は
か
っ
た
か
ら

で
す
。

し
か
し
、
本
紙
が
入
手
し
た
第
一

生
命
の
内
部
文
書
（
表
）
は
、
解
決

ど
こ
ろ
か
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

不
払
い
一
覧

文
書
は
、
同
社
の
“
金
融
庁
に
未
報
告
の

不
払
い
リ
ス
ト
”
と
言
う
べ
き
も
の
で
す
。
文

書
の
日
付
は
処
分
直
後
の
０
８
年
７
月
２
２
日

で
す
。
同
社
は
処
分
直
前
の
同
年
６
月
下
旬
に

「
第
一
生
命

不
払
い
調
査
で
数
万
件
除
外
」
と

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

報
道
で
指
摘
さ
れ
た
不
払
い
ケ
ー
ス
（
表
左

欄
「
当
局
に
実
施
確
約
済
」
と
し
た
「
１
」
と

「
２
」
の
項
目
）
に
つ
い
て
同
社
は
、
０
１
年
度

か
ら
０
５
年
度
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
請
求
案

内
す
る
こ
と
を
金
融
庁
に
約
束
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
他
（
「
３
」
〜
「
９
」
）
に
つ
い

て
も
契
約
者
に
請
求
案
内
を
す
べ
き
な
の
に
、

同
社
は
放
置
。
文
書
で
は
、「
（
平
成
）
１
３
〜

１
７
年
度
分
」（
０
１
年
度
〜
０
５
年
度
分
）
な

ど
の
過
去
分
が
対
象
外
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
同
様
の
不
払
い
ケ
ー
ス
で
、
他
社
が

対
策
を
と
っ
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
あ
え
て

放
置
す
る
“
確
信
犯
”
な
の
で
す
。

あ
る
生
保
業
界
関
係
者
は
、「
リ
ス
ト
に
あ
る

ケ
ー
ス
の
不
払
い
額
は
少
な
く
見
積
も
っ
て
も

４
０
億
円
以
上
だ
。
同
社
は
不
払
い
を
隠
し
、

支
払
い
部
門
の
人
員
を
ろ
く
に
増
強
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
に
日
々
、
寄
せ
ら
れ
る
保
険
金

請
求
対
応
に
加
え
、
過
去
分
の
請
求
案
内
で
、

職
場
は
パ
ン
ク
状
態
だ
」
と
指
摘
し
ま
す
。

こ
う
し
た
同
社
を
は
じ
め
と
す
る
生
保
業
界

の
問
題
隠
ぺ
い
や
政
界
工
作
は
、
日
本
共
産
党

の
大
門
実
紀
史
参
院
議
員
や
マ
ス
コ
ミ
の
追
及

を
受
け
ま
し
た
。

氷
山
の
一
角

同
社
は
不
払
い
隠
し
の
事
実
を
否
定
し
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年
１
１
月
末
に
０
１
年
度
か
ら

０
５
年
度
分
の
「
別
病
院
事
案
」
と
呼
ば
れ
る

三
つ
の
ケ
ー
ス
な
ど
で
新
た
な
不
払
い
を
公
表

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
最
大
で
６
０

０
０
件
、
総
額
３
億
７
５
０
０
万
円
に
の
ぼ
る

と
説
明
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
氷
山
の
一
角
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
新
た
な
不
払
い
問
題
で
は
、
契
約
者

が
請
求
で
き
ず
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
恐
れ
も
。

保
険
金
請
求
に
は
医
療
機
関
の
カ
ル
テ
が
必
要

で
す
。
そ
の
保
存
期
限
は
５
年
と
な
っ
て
お
り
、

カ
ル
テ
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
請
求
案
件
が
多
数

存
在
す
る
か
ら
で
す
。

渡
辺
氏
自
ら

一
方
で
、
不
払
い
発
覚
以
降
、
際
立
つ
の
は

生
命
保
険
業
界
の
政
界
工
作
の
周
到
ぶ
り
で
す
。

第
一
生
命
は
０
７
年
度
だ
け
で
、
自
民
、
民
主

党
の
金
融
行
政
に
影
響
力
を
持
つ
“
族
議
員
”

を
中
心
に
４
４
国
会
議
員
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
１

２
０
０
万
円
超
を
購
入
。
ま
た
大
手
生
保
４
社

で
国
会
議
員
を
飲
食
接
待
し
、
選
挙
応
援
を
組

織
的
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

業
界
の
政
界
工
作
の
先
頭
に
立
っ
た
と
い
わ

れ
る
の
が
第
一
生
命
で
す
。
そ
の
中
で
も
中
心

を
担
っ
た
の
は
、
渡
辺
氏
が
部
長
を
務
め
た
こ

と
も
あ
る
同
社
調
査
部
。
関
係
者
に
よ
る
と
調

査
部
に
は
、
日
常
的
に
政
界
工
作
に
専
念
す
る

担
当
者
が
い
る
と
い
い
ま
す
。
渡
辺
氏
自
身
も

山
本
明
彦
元
金
融
担
当
副
大
臣
に
度
々
、
陳
情

す
る
な
ど
、
暗
躍
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
政
界
工
作
が
、
０
７
年
５
月
の
衆

院
財
務
金
融
委
員
会
の
参
考
人
招
致
で
の
質
問

時
間
短
縮
や
第
一
生
命
へ
の
業
務
改
善
命
令
と

い
う
軽
い
処
分
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
か
、
解

明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
１
年
１
月
９
日(

日)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

政
府
は
５
日
、
秘
密
保
全
法
制
に
関
す
る
有

識
者
会
議
の
初
会
合
を
首
相
官
邸
で
開
き
、
仙

谷
由
人
官
房
長
官
（
情
報
保
全
に
関
す
る
検
討

委
員
会
委
員
長
）
と
、
植
松
信
一
内
閣
情
報
官

が
出
席
し
ま
し
た
。

仙
谷
長
官
は
「
秘
密
保
全
に
関
す
る
法
制
は
、

厳
し
す
ぎ
る
と
知
る
権
利
や
取
材
の
自
由
と
の

関
係
で
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
。
ゆ
る
過
ぎ
る

と
国
民
の
利
益
が
失
わ
れ
る
」「
非
常
に
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
で
あ
り
、
国
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

検
討
を
進
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
尖
閣
諸
島
沖
の
中
国
漁
船
衝

突
に
関
す
る
映
像
流
出
事
件
な
ど
を
受
け
、
対

象
と
な
る
「
秘
密
」
の
範
囲
や
、
漏
え
い
に
対

す
る
罰
則
強
化
な
ど
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
議
論
の
ゆ
く
え
に
よ
っ
て
は
自

民
党
政
権
時
代
に
狙
わ
れ
た
「
国
家
機
密
法
」

の
制
定
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
同

会
議
は
非
公
開
で
、
議
事
要
旨
が
後
日
、
公
開

さ
れ
ま
す
。

政
府
は
昨
年
１
２
月
、
仙
谷
長
官
や
官
房
副

長
官
、
外
務
、
防
衛
、
警
察
の
局
長
級
で
構
成

す
る
情
報
保
全
に
関
す
る
検
討
委
員
会
を
設
置
。

同
委
員
会
の
下
に
二
つ
の
有
識
者
会
議
を
設
置

す
る
と
し
て
い
ま
し
た
。「
情
報
保
全
シ
ス
テ
ム
」

に
関
す
る
有
識
者
会
議
は
、
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

秘
密
保
全
法
制
に
関
す
る
有
識
者
会
議

の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
。
座
長
・
縣
公
一

郎
早
稲
田
大
学
教
授
。
委
員
・
桜
井
敬
子
学
習

院
大
学
教
授
、
長
谷
部
恭
男
東
京
大
学
大
学
院

教
授
、
藤
原
静
雄
筑
波
大
学

法
科
大
学
院
教
授
、
安
冨
潔

慶
応
大
学
法
科
大
学
院
教
授
。

２
０
１
１
年
１
月
６
日(

木)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
池田 年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp
三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570

秘
密
保
全
法
制
で
有
識
者
会
議

国
家
機
密
法
に
つ
な
が
る
危
険

第 一 生 命 不 払 い ４０ 億 円 の 闇
顧
客
を
裏
切
り

政
界
工
作
に
躍
起



日本 ４４億１１４３万
ドイツ １５億６３９２万
韓国 ８億４２８１万
イタリア ３億６６５５万
クウエート ２億５２９８万
イギリス ２億３８４６万
アラブ首長国蓮邦 ２億１７３７万
スペイン １億２７２６万
トルコ １億１６８６万
カタール ８１２６万
バーレーン ５３４０万
サウジアラビア ５３３８万

米軍駐留経費の受入国負担（２０
０２年度）　（総額：単位：ドル）

アメリカ
国防長官が今後５年間で１０００億ドルの「節
約」を表明

欧 米 の 軍 事 費 の 削 減

イギリス

１０年６月発表の緊縮政策で、２０１４年度ま
でに２５％の削減を義務ずけ。国防相は「経
費削減のためには容赦のない厳しさで臨む」
と言明

フランス

国防相が１０年６月、今年度約４００億ドル規
模の軍事費から約１５％、６１億ドルを削減す
る事を言明。３年間で軍人・軍属５万人を削
減することを決定

ドイツ
国防相が１０年度３８５億ドル規模の軍事費
から１３億ドルの削減を発表

ス
キ
ー

一
〇
〇
年

年
が
明
け
て
二
週
目
に
突

入
で
す
ね
。
年
末
以
来
の
結

構
な
冷
え
込
み
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
お
変
わ
り
有
り
ま

せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
、
温
か
く

し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
年
二
〇
一
一
年

は
日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ

て
、
丁
度
一
〇
〇
年
目
に
当

た
る
記
念
の
年
に
な
る
ん
で

す
が
、
ご
存
知
で
し
た
か
。

ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
な
ら
各
地
の
ス

キ
ー
場
に
も
関
連
イ
ベ
ン
ト

を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー
等
が
貼
っ

て
有
り
ま
す
の
で
、
目
に
さ

れ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

伝
え
た
の
は
、
一
八
六
九

年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
プ
レ
ス
ブ
ル
グ
生

ま
れ
の
、
レ
ル
ヒ
少
佐
で
、

一
九
一
〇
年
に
訪
日
し
、
翌

年
、
新
潟
県
高
田
町(

現
・

上
越
市)

の
陸
軍
第
十
三
師

団
に
赴
任
し
ま
し
た
。

陸
軍
省
を
通
じ
て
レ
ル
ヒ

が
ス
キ
ー
の
名
手
で
あ
る
事

を
知
っ
た
師
団
長
が
、
一
九

〇
二
年
に
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
八
甲
田
山
雪
中
行
軍

の
教
訓
か
ら
、
レ
ル
ヒ
に
ス

キ
ー
指
導
を
働
き
か
け
、
一

九
一
一
年
一
月
十
二
日
、

｢

ス
キ
ー
を
履
き
な
さ
い｣

の

掛
け
声
と
と
も
に
、
日
本
で

初
め
て
組
織
的
な
ス
キ
ー
指

導
が
行
わ
れ
た
の
だ
そ
う
で

す
。こ

の
時
が
日
本
の
ス
キ
ー

の
始
ま
り
で
す
。
以
来
、
丁

度
一
〇
〇
年
で
す
。
シ
ー
・

ハ
イ
ル
！

川
西
町
議
会

議
員

芝

和
也

今
年
は
雪
か
き
か
ら

お
正
月
に
、
女
房
の
実
家

に
行
く
と
雪
ま
た
雪
、
二
五

㎝
も
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。

早
速
、
道
路
の
雪
か
き
を
し

ま
し
た
。
さ
っ
さ
っ
と
し
よ

う
と
思
っ
て
も
雪
が
ス
コ
ッ

プ
に
く
っ
つ
い
て
離
れ
ま
せ

ん
。
汗
が
滲
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
雪
の
中
か
ら
掘
り

出
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
は
と
て
も

甘
か
っ
た
で
す
。

年
初
か
ら
新
聞
各
紙
は

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）
に
参
加
せ
よ
」
の
大

合
唱
。
政
府
は
、
農
薬
の
残

量
を
大
幅
に
緩
和
す
る
準
備

も
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
輸

出
用
の
農
作
物
を
作
り
、
国

内
食
用
を
輸
入
農
作
物
だ
け

に
頼
る
と
、
本
当
に
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
？
ロ
シ
ア
・
カ

ナ
ダ
で
の
干
ば
つ
、
タ
イ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
ラ
ジ

ル
の
大
雨
。
世
界
で
は
、
異

常
気
象
で
不
作
、
食
糧
不
足

の
状
態
で
す
。
輸
入
に
頼
る

と
、
い
く
ら
お
金
を
出
し
て

も
安
心
し
て
食
べ
れ
る
食
材

を
確
保
で
き
る
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

先
日
、
国
内
で
遺
伝
子
組

み
換
え
大
豆
の
自
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
国
内
に
あ
る

は
ず
の
な
い
物
が
す
で
に
輸

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
が

安
心
し
て
食
べ
る
事
の
出
来

る
安
全
な
食
品
を
確
保
す
る

た
め
に
は
日
本
の
農
業
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
に
反
対
の
声
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

田
原
本
町
議
会

議
員

吉
田

容
工

予
算
要
望
書
を
出
し

ま
し
た
。

去
る
一
月
七
日
、
日
本
共

産
党
田
原
本
支
部
の
代
表
と

吉
田
議
員
と
私
の
五
人
で
、

町
に
要
望
書
を
提
出
し
、
役

場
の
代
表
の
二
名
の
方
と
一

時
間
ほ
ど
懇
談
し
ま
し
た
。

一
三
一
項
目
に
も
及
ぶ
要

望
で
す
が
、
当
面
す
る
緊
急

の
要
望
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

国
保
税
を
値
下
げ
す
る
こ

と
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
と
窓
口
負
担
を
無
料
に

す
る
こ
と
、
中
学
校
給
食
を

実
施
す
る
こ
と
、
清
掃
工
場

等
ご
み
政
策
に
つ
い
て
住
民

に
説
明
す
る
こ
と
、
介
護
保

険
を
「
介
護
の
社
会
化
」
に

近
づ
け
る
よ
う
改
善
す
る
こ

と
、
そ
の
他
。

又
、
農

家
の
方
か
ら
は
、
農
業
経
営

を
守
り
、
若
者
に
支
援
を
し

て
ほ
し
い
。

唐
古
、
鍵
遺

跡
近
辺
に
道
の
駅
を
造
り
、

農
業
振
興
を
は
か
っ
て
ほ
し

い
と
強
く
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
代
表
の
方
は
、
真
剣

に
聞
い
て
下
さ
り
、
「
努
力

し
ま
す
」
「
検
討
課
題
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
」
な
ど
の
返

事
で
誠
実
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
ど

こ
ま
で
実
現
で
き
る
で
し
ょ

う
か
？

町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
、
住
み
よ
い
田
原
本

町
に
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま

す
！
是
非
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

田

原

本
町

議

会
議
員

森

良
子

新
年
度
予
算

平
成
２
３
年
度
の
政
府
予

算
案
が
１
２
月
末
に
公
表
さ

れ
、
５
兆
円
規
模
の
軍
事
費

を
維
持
す
る
日
本
の
異
常
差

が
際
だ
っ
て
い
ま
す
。

１
月
か
ら
通
常
国
会
が
始

ま
り
ま
す
。
菅
民
主
党
政
権

は
、
大
企
業
・
資
産
家
の
利

益
を
最
優
先
す
る
「
新
成
長

戦
略
」
の
関
連
施
設
に
予
算

を
重
点
配
分
す
る
一
方
、
生

活
密
着
の
公
共
事
業
に
関
す

る
予
算
や
中
小
企
業
予
算
な

ど
概
算
要
求
で
１
割
削
減
の

対
象
に
。
「
ム
ダ
を
徹
底
的

に
見
直
す
」
と
し
な
が
ら
、

軍
需
費
と
大
企
業
・
資
産
家

減
税
は
「
聖
域
」
に
し
て
削

減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ク
以
後
、

世
界
の
主
要
国
は
財
源
確
保

の
た
め
軍
事
費
の
削
減
に
踏

み
出
し
て
い
ま
す
。

い
ま
こ
そ
ア
メ
リ
カ
へ
の

思
い
や
り
予
算
や
大
企
業
・

資
産
家
優
遇
税
制
を
見
直
し
、

国
民
生
活
を
中
心
と
し
た
方

向
へ
税
金
の
使
い
方
を
変
え

る
事
が
大
事
で
す
。

三
宅
町
議
会
議
員

池
田

年
夫


